
安
城
市
は
、
昭
和
２７
年
５
月
５
日
に
市
制
を
施
行
し
、

本
年
は
市
制
施
行
か
ら
５０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。

半
世
紀
に
わ
た
り
安
城
市
を
築
い
て
き
た
先
人
の
努
力
に
感
謝
し
つ
つ
、

こ
の
節
目
の
年
が
新
た
な
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
な
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
そ
の
意
義
を
共
有
す
る
機
会
を
、

記
念
事
業
と
い
う
形
で
作
っ
て
い
き
ま
す
。
・

◆
安
城
市
の
歩
み

わ
た
し
た
ち
の
安
城
市
は
、
昭
和
２７
年

５
月
５
国
に
県
下
１３
番
目
の
市
と
し
て
市

制
を
施
行
し
ま
し
た
。
昭
和
冴
年
に
人
口

３
万
７
０
０
０
人
余
で
ス
タ
ー
ト
し
た
安

城
市
は
、
そ
の
後
、
明
治
村
及
び
依
佐
美

村
の

一
部
、
旧
矢
作
５
地
区
、
著
海
郡
桜

井
町
を
合
併
し
、
今
や
人
ロ
１６
万
３
０
０

０
人
余
の
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い

ま
す
。

明
治
３９
年
５
月
―
日
の
町
制
施
行
以
来
、

明
治
用
水
の
流
れ
と
と
も
に
た
ゆ
み
な
い

歩
み
を
続
け
、
市
制
施
行
当
時
は

「震
都
」（

と
呼
ば
れ
た
安
城
市
。
中
部
経
済
圏
の
中

心

。
名
古
屋
市
の
通
勤
圏
内
と
い
う
地
理

的
条
件
に
も
恵
ま
れ
、
昭
和
３５
年
こ
ろ
か

ら
工
場
の
進
出
、
住
宅
団
地
の
建
設
が
盛

ん
に
な
り
、
急
速
に
都
市
化
が
進
展
。
昭

和
６３
年
３
月
に
は
新
幹
線
三
河
安
城
駅
が

開
業
し
、
西
三
河
の
ゲ
ー
ト
エ
リ
ア
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

倒
世
紀
を
迎
え
、
人
と
自
然
が
共
生
で

き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
西
三
河
の
中
核
都

市
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
市

民
参
加
の
も
と
、
望
ま
し
い
都
市
像

「う

る
お
い
と
活
力
に
み
ち
た
創
造
性
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市制施行のニュースを当時の新聞は、「文化農都の建設へ」「農都安城市生る」

といった見出しで報じています。5月 5日は約250人が参列して市役所開所式

が行われました。それまで45年間掲げられていた 「愛知県碧海郡安城町役場」

の看板に代わって、「安城市役所」の看板がみかげ石の問柱に掲示され、安城

は 「市」としてスタートをきりました。   ・
▲21世紀の塔 「センチュリータワー」

(新幹線三河安城駅南口)
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